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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 肝三部癌などによる肝内胆管分断型閉塞性黄疸症例

では，部分的なドレナージにとどまり肝内胆管の一部

が閉塞したままとなることがある．この様な肝（以下

部分的黄疸肝）が切除の対象となる場合，術前の肝機

能をどう評価すべきか非常に重要であるが詳細な検討

はなされていない．そこで部分的黄疸肝での肝機能，

特にICG検査の評価について実験的に検討した．

 実験方法

 1）部分的黄疸肝の作製

 雑種成犬を使用し静脈麻酔下に肝のLeft Central，

Left Lateralの2葉の胆管枝のみを結紮した．部分的

黄疸肝の病態評価に最適の時期を知るため以下の諸検

査を行った．結紮後1週ごとに4週まで経時的に血液

生化学的検査，ICG検査を行いその推移をみた． ICG

検査は0．5，2，0mg／kgの2回の負荷試験を行いICG

消失率（以下K・ICG）， ICG最大除去能（以下ICGR－

max）を算出した．また結紮後2週で犠牲剖検を行っ

たもので肝病理組織学的検査および肝組織内生イドロ

キシプロリン量を測定した．

 2）部分的黄疸肝におけるICG検査の評価

 部分的黄疸肝の病態評価の時期を胆管結紮後2週と

し，さらに結紮部肝の肝切除を行った，ICG検査は胆

管結紮前，結紮後2週，肝切除後に行った（n＝15）．

また犠牲剖検により肝切除率を算出した．結紮前，結

紮後2週，肝切除後のICG検査から得られたK・ICG，

ICGRmaxを比較検討した．

 実験成績

 1）胆管結紮後1週より胆道系酵素は．ヒ冷し，結紮後

2週でK・ICGおよびICGRmaxは最低値を示した．

 2）結紮後2週で結紮副肝の病理組織学的変化およ

び小組織内ハイドロオキシプロリン量は肝外性閉塞性

黄疸と同様の変化を示した．

 3）結紮後2週と肝切除後のK・ICGは，結紮前に対

してそれぞれ平均31．4％，37．0％減少し，両者は良い

相関を示した（p〈0．01）．

 4）結紮後2週のK・ICGの減少率と肝切除率に相

関はなかった．

 5）結紮後2週と肝切除後のICGRmaxは，結紮前

に対してそれぞれ平均32．9％，35．9％減少し，両者は

傾ぎ1．004で強い相関を示した（p〈0．01）．

 6）結紮後2週のICGRmaxの減少率と肝切除率は

良く相関し，回帰直線はy＝xにほぼ等しかった．

 考察および結論

 結紮後2週目肝切除後のICGRmaxがほぼ等しく，

さらに結紮後2週中ICGRmaxの減少率と肝切除率

がほぼ等しかったことより結紮部の肝（黄疸部）では

ICG排泄能がないことが推察され， ICGRmaxが非黄

疸部の機能容積を正確に表すものと考えられた．以上

の検討より臨床でみられる部分的黄疽肝においても，

ICGRmaxは非黄疸部のみの肝予備能を表すと考えら

れ，閉塞部を含む肝切除の際，術前に残肝の予備能を

正確に推定でき，より安全に手術を行い得るものと考

えられる．
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                論 文 審 査 の 要 旨

 肝内胆管分断型閉塞性黄疸症例の肝切除術では，残存肝機能の評価が手術危険度とからんで重要な問題であ

る．本研究は成犬で実験的に肝葉胆管枝結紮による部分的黄疸肝を作製．胆管枝結紮前，結紮後，結紮部肝葉

切除後のそれぞれのK・ICG， ICGRmaxを検討した結果，結紮部肝ではICG排泄能はなく，ICGRmaxは非

結紮部の機能容積を正確に表わすことを明らかにしたもので，学術上，臨床上価値あるものと認める．
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